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対策アイテムの評価

対策アイテム

 ペルチェ素子式ベスト（ベスト）

 ファン付きジャケット（ジャケット）

計測器

 カレラ（表面温度、深部体温（推定）)；二の腕

 カナリア（表面温度、ヒートインデクス）；右手首

 スマートウォッチ（心拍数）；左手首

 環境（WBGT）
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実験の手順

作業①

•ベストま
たはジャ
ケット
（20min）

休憩

•質問紙の
回答
（15min）

作業②

•作業①で
着用して
いないベ
ストまた
はジャ
ケット
（20min）

休憩

•質問紙の
回答
（15min）

被験者：公設試（福島県・群馬県・熊本県）の農場管理員、学生
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調査概要

調査場所 日時 作業 被験者

福島 8/8 ハウス 被験者A / 被験者B

福島 8/8 草刈り 被験者C / 被験者D / 学生A / 学生B

群馬 8/19 草刈り 被験者E / 被験者F / 学生B / 学生C

熊本 8/21 草刈り 被験者G / 被験者H / 学生B / 学生C

熊本 9/9 ハウス 被験者I / 被験者J

群馬 9/20 ハウス 被験者K / 被験者L

熊本 10/18 ハウス 学生D / 学生E
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結果①（9/9ハウス；被験者J男性63）
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ベスト 表面温度

ベスト 深部体温

両方 深部体温

ジャケット 表面温度

ジャケット 深部体温

両方 表面温度

ジャケット ベスト 両方

活動量
（kcal）

74 236 27

※深部体温は推定値である
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結果②
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ジャケット ベスト 両方

温度感覚 温熱的不快感 口渇感

衣服内蒸れ感 身体的疲労感 心理的疲労感

ジャケット 服内が涼しい

ベスト 着用しているかわからない

両方 ジャケットのみの着用が良い
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結果③自由回答

ジャケット ベスト 両方

58F 汗のかく量が少ない 何もしないより汗の量が少ない
涼しさがあまり感じ
られない 

63M 服内が涼しい 着用しているのかわからない
上着だけの着用が良
い 

26M
袖付きはどうしても袖まで風が
いきわたらないため、蒸れやす
かった。

部分的に冷えるため、あまり涼しさ
は感じなかった。 

57M

ベストより少し草刈り幅が大き
いので斜面が少し疲れた（心理
的）。ベストより上半身全体に
風が通るので風を感じるが、着
ていないよりは良いという感じ。
たすきがけの穴は、ポケットの
前側にも開けて、2ヵ所から通
すが良いと感じた。

一番上、背中に当たっていない。背
中、くぼみがあると感じる。横、な
いよりは良い。 直径3倍くらいある
と良い。装着の違和感はない。 
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熱中症の発生要因

出典：環境省「熱中症予防情報サイト」

環境 からだ 行動 性格
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ねらい

性格

（パーソナリティ）

熱中症

「完全主義認知尺度」

高目標設置

完全性追求

ミスへのとらわれ

終わらせ
なければ…

（仮説）

パーソナリティによって熱中症が
発生しやすくなる
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熱中症に近い症状

になったことはな

い, 65

熱中症気味になっ

たが仕事をしてい

た, 65

熱中症で仕事場を離れて

休憩した, 32

熱中症で救急搬送

された , 3

結果●熱中症経験

試験場の職員
174名
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完全主義認知尺度（※）

目標は高いほどやりがいがある．
高い基準を自分に課すことが大切だ．
基準が高いほど，自分のためになるだろう．
目標は高ければ高いほどいい．
最高の水準を目指そう．

完ぺきにやらなければ安心できない．
完ぺきにやらなければ，どうしても気がすまない．
わたしは“完ぺき”でなければならない．
“完ぺきにやること”に意味がある．
不完全ではいけない．

ミスがあると，自分が惨めに思えてくる．
ミスがあると，自分を責めたくなる．
失敗したら，私の価値は下がるだろう．
ここでまちがえるなんて情けない．
うまくできなければ，人並み以下ということだ． 

ミスへの
とらわれ

高目標
設置

完全性
追求

1週間の間にどれだ
け頭に浮かんだか、

を4段階で測る

0.8

0.6

0.6

(※ 小堀・丹野(2004)の多次元完全主義認知尺度(MPCI)) 10



結果●決定木分析

ミスへのとらわれ

完全性追求

①②

②ミスへのとらわれと
完全性追求が小さい人(2人)

①ミスへのとらわれが大きい人(1人)
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